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Ⅰ 筑紫保健福祉環境事務所の概況 
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１ 管内の概況 

  当保健福祉環境事務所の管轄区域は、保健福祉部門は福岡都市圏に属する筑紫野

市、春日市、大野城市、太宰府市及び那珂川町の４市１町であり、環境部門は糸島

市を含む５市１町となっている（鳥獣保護に関する業務については福岡市を含む）。 

  東に宝満山系、西に背振山系を眺望し、太宰府天満宮や都府楼跡をはじめ多くの

史跡と緑に囲まれた盆地に位置している。 

  管内（４市１町）の面積は約２３３ｋ㎡で、人口は４３０,７０７人（平成２７

年４月１日現在）となっている。 

  福岡都市圏のベッドタウンとして昭和４０年頃から人口が著しく増加してきた。

高齢化率は２０.０％（平成２６年４月１日現在）と全国（２５.６％）、県（２４.

１％）と比較すると低くなっている。 

  産業別の就労人口（平成２２年国勢調査）は、第一次産業が１,４８０人（０.

９％）、第二次産業が３２,５４６人（１８.２％）、第三次産業が１４８,４６３

人（８０.９％）と、第三次産業の割合が最も多くなっている。 

  また、管内（４市１町）には大学・短大８校、高校１１校、小・中学校７３校と

学校数が多く文教地区となっている。 

  交通は、九州自動車道、福岡都市高速道路、国道３号、県道３１号等の道路網が

整備されており、また、ＪＲ鹿児島本線及び西鉄天神大牟田線の鉄道が通っており、

交通の便に恵まれている。 
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２　組織及び各課（係）業務分掌

○食品検査業務

○環境検査業務

○浄化槽、自然公園、温泉業務

環境指導課

○栄養改善業務

○産業廃棄物関係業務

○精神保健福祉業務

○肝炎対策業務

○高齢者福祉業務

○介護保険業務

○行旅病人・行旅死亡人取扱業務

○ホームレスの自立支援業務

○公害（土壌、水質、大気）関係業務

○児童福祉業務

○鳥獣保護業務

○地球温暖化対策、自然共生、３R推進関係業務

○感染症検査業務

地域環境課

○食品衛生業務

健康増進係

○身体・知的障害者福祉業務

○障害者総合支援法業務

検査課

保護課

社会福祉課 ○婦人保護及び母子父子（寡婦）福祉業務

○生活保護業務

○特定感染症業務

○難病業務

○動物愛護業務

○環境衛生営業業務

生活衛生係 ○狂犬病予防業務

○結核業務感染症係

精神保健係

○原爆被爆者関係業務

○衛生統計事務

○各種協議会の運営

○企画調整、総合相談窓口、人材育成

健康増進課 ○成人・老人保健業務

○感染症業務

保健衛生課

○母子保健業務

食品衛生係

○薬事関係業務

総務企画課

総務係 ○庶務及び財務会計事務

企画指導係 ○医務事務

○生活保護医療・介護事務
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３　配置職員数

職種別 計 所 長 保健監
副所長
環境長

総  務
企画課

健  康
増進課

保健
衛生課

社会
福祉課

保護課 検査課
地域

環境課

環境
指導
課

一般事務 36 1 10 3 3 8 9 1 1

化学 5 5

医師 2 1 1

保健師 17 1 12 4

助産師 2 1 1

獣医師 9 1 7 1

薬剤師 11 1 5 3 2

栄養士 2 2

臨床検査
技師

7 1 1 5

診療放射線
技師

5 1 1 2 1

自動車
運転士

1 1

動物愛護
管理技術員

2 2

保育士 0

看護師 2 1 1

計 101 1 1 2 15 20 23 10 9 7 5 8

（平成２７年５月１日現在）



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和18年7月 二日市保健所を設置
(筑紫郡二日市宮町）

昭和23年7月 移転
(筑紫郡二日市町二日市）

昭和26年4月 筑紫保健所に名称変更 昭和26年10月 地方事務所(16ヶ所)に民生課設置
(生活保護業務が町村から県へ移管)

昭和26年9月 新築移転
(二日市町立明寺）

昭和30年11月 16の地方事務所を廃止し、11福祉事務所
を設置。
福岡福祉事務所を設置
(福岡市薬院大通り）

昭和32年1月 総務課、福祉１課、福祉２課の３課体制

昭和47年4月 総務課、福祉課の２課体制

昭和58年4月 筑紫総合庁舎に移転(大野城市白木原） 昭和58年2月 福岡東総合庁舎に移転
（福岡市博多区）

昭和60年4月 食肉衛生検査所開設に伴い食肉衛生
検査課が分離

昭和61年4月 総務課に総務係と社会係を設置

昭和62年11月 検査課設置

平成5年4月 総務課社会係を地域福祉係に改称、福祉
課を保護課と改称

平成6年4月 地域福祉係を地域福祉課とし、総務課・
地域福祉課・保護課の３課体制

平成9年４月 保健所の統合(２１保健所を１３保健
所と３支所に統合再編）

総務企画課(総務係、企画指導係)、
衛生課（食品衛生係、生活衛生係)、
保健課(健康増進係、感染症係、精神
保健福祉係)、環境課、検査課に改組

平成10年4月

平成14年9月

平成15年4月

平成20年4月

平成21年10月

平成24年4月

４　筑紫保健福祉環境事務所の沿革

保健所 福祉事務所

総務企画課保護係が保護課となる。

民生部と保健環境部が統合再編され、保健福祉部となる。

環境部門の狩猟業務が福岡農林事務所へ移管。

出先機関再編成に伴い、環境部門が集約され前原市、糸島郡（現糸島市）が管轄区域に加わる。
また、福岡農林事務所から鳥獣保護及び狩猟業務が移管される。

総務企画課（総務係、企画指導係）、健康増進課（健康増進係、精神保健係）、保健衛生課（食
品衛生係、生活衛生係、感染症係）、社会福祉課、保護課、検査課、地域環境課、環境指導課に
改組

各事業の所管については、新社会推進部・保健医療介護部・福祉労働部・環境部となる。

筑紫保健所と福岡福祉事務所が統合し、筑紫保健福祉環境事務所が発足
(福岡福祉事務所は筑紫保健福祉環境事務所と糸島保健福祉環境事務所に分割）

総務企画課（総務係、企画指導係、保護係）、保健福祉課（高齢者･児童家庭係、障害者福祉
係）、健康対策課（健康増進係、感染症係）、衛生課(食品衛生係、生活衛生係)、検査課、環境
課に改組

本庁再編成により、所の所管は保健医療介護部となる。
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